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板
野
式
新
堆
肥
の
肥
殺
に
就
い
て

松

浦

章

一
、
緒

言

旗
野
式
新
堆
肥
製
造
に
闘
し
で
は
、
本
誌
第
十
一
血
管
に
荒
川
左
千
代
民
が
詳
し
〈
‘
報
告
さ
れ
て
居
る
が
ら
‘
再
び
繰
り
返
す
必
要
を
認

め
な
い
。
余
は
.
其
の
後
嘗
研
究
所
に
於
て
従
来
の
堆
肥
製
造
法
に
よ
る
堆
肥
さ
本
法
に
よ
る
堆
肥
の
肥
般
公
園
損
に
於
て
試
臨
し
た
。
其

の
結
果
を
得
た
の
で
報
告
す
る
事
に
す
る
。

凡
そ
、
寅
験
室
内
の
研
究
が
賞
際
嘗
業
者
に
賞
行
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
幾
多
の
階
段
が
あ
る
。
血
事
理
よ
り
寅
験
へ
、
寅
験
室
よ
り
匙
曾

で
理
論
よ
り
貧
際
へ
‘
措
理
よ
り
寅
在
で
向
ム
事
は
研
究
者
の
等
し
〈
望
む
所
で
ゐ
る
の
み
で
な
ぐ
B

現
実
の
世
曾
は
、
新

t
の
如
き

研
究
を
要
求
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

従
来
の
農
業
者
は
、
消
極
的
で
あ
っ
て
、
無
意
識
的
で
、
殆
ん
ぜ
経
験
意
識
も
‘
夫
れ
を
基
さ
し
た
、
積
極
的
、
進
歩
的
観
念
も
認
め
る

事
は
出
来
な
か
っ
士
の
で
あ
る
が
‘
昨
今
の
我
が
農
業
者
は
、
恰
も
.
無
意
識
的
思
想
が
‘
衣
第
に
、
意
識
的
思
想
に
向
ム
様
に
、
無
意
識

的
農
業
よ
り
意
識
的
農
業
へ
進
ん
で
居
る
の
で
ゐ
っ
て
、
一
般
枇
曾
の
進
歩
の
上
か
ら
も
亦
農
業
費
展
の
上
か
ら
も
喜
ぶ
べ
き
現
象
で
あ
る

さ
思
ム
。

t
m
t
m
w知
き
現
代
に
於
て
‘
斯
の
如
き
研
究
七
宮
、
農
業
者
に
賓
行
き
す
に
は
聞
場
試
験
が
最
も
遁
し
た
る
試
識
で
あ
る
。
余
が
、

R
r、



一
回
の
試
験
の
結
果
を
敢
へ
て
、
報
告
す
る
所
以
も
亦
此
鹿
に
め
る
の
で
ゐ
る
が
、
備
ほ
.
試
験
の
結
果
を
一
日
も
早
〈
質
表
し
て
.
諸
氏

の
曇
考
に
責
せ
ん
さ
す
る
、
余
の
希
望
色
其
の
一
つ
の
理
由
で
め
る
。

試
験
の
目
的
は
、
只
だ
、
軍
な
る
肥
蚊
試
験
で
な

t
、
此
の
試
験
に
よ

b
製
造
法
の
恒
植
を
判
断
す
る
、
一
一
様
件
を
得
ん
ざ
し
た
の
で
、

多
少
従
来
の
肥
般
試
験
さ
其
の
趣
き
を
異
に
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

一
寸
試
験

の

方

法

本
試
験
を
志
し
た
の
は
、
恰
度
初
秋
の
候
で
め
っ
た
の
で
、
秋
作
に
遁
富
な
色
の
さ
思
っ
て
、
山
東
白
菜
を
選
ぴ
、
之
を
試
作
地
十
八
坪

を
、
衣
の
如
〈
、
六
坪
宛
三
匝
に
分
ち
て
、
昭
和
二
年
九
月
二
十
一
日
に
播
種
し
た
。
播
種
の
方
法
は
調
査
に
便
な
る
震
に
艶
播
ざ
し
た
の

で
あ
る
。

(0) (B) (A) 

普 新 標

逼 堆

堆
。巴

目巴 準
施

施

目巴 目巴

同 回 匝|

-
肥
料
は
、
標
準
匝
を
無
堆
肥
匝
ざ
し
、
新
堆
肥
施
肥
匝
に
は
、
板
野
式
新
堆
肥
を
、
普
通
堆
肥
施
肥
匝
に
は
、
普
通
堆
肥
を
各
反
嘗
一
一
一
百
貫

宛
基
肥
ざ
し
、
其
の
他
の
肥
料
は
、

A
.
B
、

c、
の
三
間
共
に
各
反
賞
、
人
糞
尿
二
百
買
、
木
灰
十
貫
を
基
肥
さ
し
て
、
人
糞
尿
、
九
百

笹
野
式
新
構
胞
の
魁
効
に
就
い
〈

丸



飯
野
講
覇
権
胞
の
肥
効
に
航
い
て

貰
〈
二
百
貫
宛
三
岡
F

三
百
貫
一
同
)
を
遁
肥
ざ
し
て
施
し
た
の
で
あ
る
。

丸一

播
種
後
の
手
入
は
、
普
遁
毅
培
さ
同
様
に
.
追
肥
、
間
引
、
除
草
、

一
度
十
一
月
上
旬
頃
油
企
の
厨
除
を
行
つ

中
耕
を
鰍
同
行
っ
て
、

た。

三
、
成
育
状
態
故
に
牧
量

栽
培
中
絶
へ
4
7
・
成
育
賦
態
に
誌
意
し
た
る
に
‘
褒
芽
嘗
時
は
標
準
匝
最
も
良
好
で
、
他
の
ご
匝
は
稿
々
劣
っ
て
居
た
が
、
十
月
中
旬
頃

よ
り
、
衣
第
に
新
堆
肥
施
肥
匝
は
成
育
良
好
さ
な
っ
て
、
他
の
ニ
匝
に
勝
る
に
至
っ
た
。
普
通
堆
肥
施
肥
匝
は
、
十
月
中
旬
頃
は
標
準
匝
に

劣
っ
て
居
た
が
、
十
一
月
上
旬
よ
り
成
育
良
好
さ
な
っ
て
、
第
二
位
ざ
な
っ
た
。

新

t
し
て
、
十
一
月
二
十
九
日
政
穫
し
た
の
に
、
衣
の
如
き
取
量
b
z
得
に
の
で
あ
る
。

準

匝

二
十
五
貫
五
百
匁
(
反
嘗
千
二
百
七
十
五
貫
)

標新
堆
肥
施
肥
匝

三
一
十
五
貫
八
百
匁
〈
反
賞
千
七
百
九
十
貫
)

三
十
一
貫
ニ
百
匁
〈
反
嘗
千
五
百
六
十
貫
)

普
遁
堆
肥
施
肥
匝

之
れ
ド
よ
ち
て
見
る
さ
、
新
堆
肥
施
肥
国
最
も
優
良
で
、
標
準
匝
最
も
不
良
で
ゐ
っ
た
。
之
れ
は
、
賞
燃
の
結
果
芭
思
は
れ
る
。
曲
宵
遁
堆

肥
固
定
新
堆
肥
聞
の
差
は
、
四
貫
六
百
匁
即
ち
反
嘗
二
百
三
十
貰
で
め
っ
て
、
其
の
差
は
少
な

t
3
ぃ
。
標
準
匝
さ
新
堆
肥
施
肥
匝
の
差
は

十
貫
三
百
匁
郎
も
反
省
五
百
十
五
貫
で
、
其
の
差
誌
だ
大
で
め
る
。
只
行
、
取
量
上
の
差
の
み
で
な

t
.
品
質
も
叉
新
堆
肥
施
肥
匝
の
物
最

志
良
好
で
‘
標
準
匝
が
最
も
不
良
で
あ
づ
れ
い
。



以
上
の
試
験
に
よ
り
新
堆
肥
が
普
通
堆
肥
に
優
れ
た
肥
般
の
め
る
事
を
置
す
る
事
が
出
来
る
。

四
、
本
試
験
に
用
ひ
た
堆
肥
の
成
分

本
試
融
に
閑
ひ
た
堆
肥
の
材
料
は
、
新
堆
肥
も
車
田
遁
堆
肥
も
等
・
し
〈
、
嘗
研
究
所
生
産
φ
稲
葉
含
用
ひ
、
ぞ
れ
じ
聾
め
水
を
散
布
し
て
.

充
分
の
調
度
を
奥
へ
た
。
其
の
藁
の
成
分
は
衣
の
知
〈
で
あ
る
。

無

物

水

三
八
、

O
二
四
%

水

分

六
一
、

O
七
四
%

蜜

素

O
、
三
九
二
%

訳

分

八
、
九
六
一
一
%

燐

酸

O
二
一
五
ダ

加

里

O
J
二
三
%

之
れ
に
、
倉
政
市
生
産
の
人
糞
尿
を
加
へ
た
。
其
の
成
分
は
次
の
知
〈
で
あ
る
。

無

水

物

二
、
一
一
一
四
五
%

水

分

九
七
、
ニ
九
七
%

窒

素

0
.五
八
六
タ

疏

分

て
二
五
一
係

復
野
式
新
堆
肥
の
肥
効
に
舵
い
て

一丸一三



飯
野
式
新
堆
肥
の
肥
効
に
脆
い
て

一
九
四

燐

酸

。、O六
O
M

里

C
、
一
五
八
%

加
而
し
て
、
施
目
遁
堆
肥
は
、
普
遁
の
知

t
.
人
糞
尿
芭
材
料
を
交
E
に
積
み
、
新
堆
肥
は
叡
野
式
法
に
よ
り
て
靖
み
、
人
糞
尿
さ
材
料
の
比

は
人
糞
尿
一
に
艶
し
、
材
料
を
ニ
芭
し
た
の
で
あ
る
が
、
資
際
、
材
料
中
に
抱
合
さ
れ
て
居
る
、
人
糞
尿
は
読
失
す
る
が
故
に
、
此
の
割
合

よ
り
は
少
な
い
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
新
〈
の
知
き
比
寧
に
し
た
の
は
、
普
遁
堆
肥
さ
新
堆
肥
さ
を
出
来
る
丈
砂
、
原
料
よ
り
来
る
成
分

の
差
金
少
な
く
す
る
鴛
で
あ
る
。
而
し
て
、
新
堆
肥
は
三
週
間
、
普
通
堆
肥
は
六
週
間
で
、
取
出
し
、
夫
れ
ぞ
本
試
験
に
用
ひ
に
の
で
あ
る

が
、
其
の
成
分
は
衣
の
知

t
で
あ
る
。

金 ア 揮 水風無 成
ν 
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E兎

一
一
、
五
O
八

o‘
一
四
0

0
.二
五
二

。‘八=ハ

五
一
一
一
、
七
八
六

0
.五
六
一

一、
O
O九

一0.八
四
六

o、
一
五
二

o、ニニ
O

分

回
O
、
一
七
二

o、
五
六
八

鳩

酸

力日

里

右
の
表
に
就
い
て
、
肥
料
の
三
成
分
を
見
る
に
.
筆
業
は
、
新
地
聞
は
普
通
堆
肥
よ
り
大
費
に
多
〈
、
殆
ん
ぎ
二
倍
に
濯
し
て
居
る
。
焼

酸
、
加
里
は
普
通
堆
肥
肥
製
培
法
に
よ
る
も
、
坂
野
式
製
法
に
よ
る
も
.
其
の
損
失
量
に
大
差
な
く
、
筆
書
粛
の
損
失
最
は
前
者
は
.
後
者
よ

り
賓
に
大
で
あ
る
。
之
れ
に
よ
り
.
本
試
験
に
於
て
、
普
通
堆
肥
施
肥
匝
さ
新
堆
肥
新
肥
匝
の
放
量
の
差
は
・
大
部
分
、
窒
素
成
分
の
差
に

よ
り
趨
っ
た
物
さ
思
は
れ
る
。

五
、
綿

括

以
上
の
試
験
を
綿
括
す
る
芝
、
同
一
一
隙
料
を
肘
ひ
て
.
板
野
式
法
さ
普
通
法
に
よ
り
堆
肥
を
諮
っ
て
‘
見
た
の
に
、
坂
野
式
法
の
堆
肥
は

脇
田
遁
法
の
堆
肥
に
比
し
.
童
書
購
の
合
量
.
非
常
に
多
〈
、
燐
酸
.
加
里
の
含
量
に
は
大
差
が
な
い
。
却
も
.
板
野
式
法
は
普
通
法
よ
り
襲
遁

中
の
窒
棄
の
損
失
量
が
少
な
い
さ
云
ふ
事
が
出
来
る
o
倫
ほ
、
山
東
白
菜
金
問
ひ
、
聞
編
試
融
念
行
っ
た
の
に
、
新
堆
胞
は
普
遁
堆
肥
よ
-h'

勝
れ
た
肥
般
を
示
し
た
ロ
此
の
結
果
よ
り
、
板
野
式
新
埴
肥
製
語
法
は
普
通
堆
肥
製
造
法
に
勝
て
居
る
事
b
e
知
る
事
が
出
来
る
。

扱
て
‘
本
試
験
は
緒
言
に
於
て
遁
ベ
た
横
に
‘
具
だ
一
同
の
試
み
で
あ
る
か
ら
、
何
時
も
斯
〈
の
知
き
結
果
を
得
ら
れ
る
か
、
備
ほ
、
績

り
て
、
研
究
す
る
積
り
で
あ
る
。

終
り
に
臨
み
.
懇
切
な
る
御
指
導
含
賜
り
た
る
飯
野
新
夫
憎
土
並
に
御
助
力
、
御
助
言
を
賜
り
た
る
荒
川
左
千
代
氏
に
謹
書
殺
し
ま
す
。

復
'
式
新
堆
肥
の
肥
効
に
蹴
い
て

一
九
五



板
野
式
新
種
肥
の
肥
効
に
就
い
ず
』

附
記

潟
居
間
は
吹
量
の
割
合
聖
水
す
物
で
、
寅
牧
量
の
十
分
の
一
で
あ
る
。

政〉量比(鞍

A. B 

A. 

肥

匝

無

堆

B. 

新

堆

肥

鱒

肥

函

C. 

普

通

堆

肥

施

肥

庖

-・九六


